
意思決定支援 

 

 

【キーワード： 『コロナ(禍)とマスク(着用)』  】  
 

                       所属 ラポール ファーム  氏名 山本 玲 

                                               

 
１、 はじめに 
 コロナ禍でマスクの着用が不可欠となっ

た今、利用者間で「マスクをつけられる、つ

けられない」差が現れ始めた。職員も当初は

「マスクをつけましょう」と促していたが、

これが言い争いの原因となってしまった事

例を報告する。 
 
２、登場人物について 

  A さん…マスクが出来ない、なぜマスク     

をしなくてはいけないのかの理

解が難しい。家庭でもマスク着

用を促してくれるが… 
 B さん…マスクは出来る、理解もある、A

さんを厳しく注意する、ご家庭

は厳しい。 

 職員 …感染予防のためにマスクの着用

は徹底したい(みんなのため、自

分のため)、周りに迷惑をかけな

い、かけさせたくない思いが強

い。 

 

３、支援の実際 

・B さんが A さんに対して、「マ・ス・ク

‼」や「マスクしないと怒られる‼」「マス

クしていない人がいる‼」とあからさまに

怒りをぶつける。 

・A さんはイライラし、大声で怒りを露わ

にする。職員は間に入りその場を収める

が、1 日に同様のことが数回ある。具体的

な解決策が見当たらない状態。 

・A さんと B さん以外の利用者は(所内が騒

がしくなるので)困惑している。 

 

・A さんは B さん以外の利用者からもマス

クをつけていない事を突っ込まれるよう

になってしまった(マスク警察)。 

・コロナ禍となり、「新しい生活様式」が推

進されていく中で、いろいろと守らなけ

ればならないことが多く出てきた。職員

間で話し合い、毎日朝礼時に決まり事の 1

つとしてマスク着用を挙げ、利用者が習

慣化できるよう意識づけを行ってきた。 

(強制は出来ないので、まずは意識づけか

ら行い、多くの利用者がマスクを着けら

れるようになれば、つけられない人も着

用できるのではないかと考えた。) 

1 年以上意識づけを行ってきてはいるが、

今でも一部の利用者については定着まで

は出来ていない。 

（着用はしているが、鼻が出てしまった

り、あご着用になってしまっている利用

者も多い） 

・それぞれの言い分も理解できるので、職員

間で話し合い、ことあるごとに「○○さん

の言いたいことはわかるよ」「苦手な人も

いるんだよ」「出来るようになるといい

ね」などと声掛けをするようにし、また 

物理的に二人の空間を分けた。しかし、同

じ建物内では限界を感じている。 

・「三密」という言葉が出始めた頃から職員

が「マスクをつけましょう」と利用者に促

すようになったが、この声掛けが「強制」

になっているのではないかと考え、今は

「マスク」という言葉は出来るだけ避け、

ジェスチャーまたは本人にだけ伝わるよ

うに声掛けしている。言い争いは少なく

なってきてはいるが、最終的にマスクの

着用には至らず成果は出ていない。 



 ４、考察 

・マスクが出来る利用者の思い、考え 

 (みんなマスクしているから、なぜマスク

をするのかわからないけど親から言われ

ているのでしなくちゃいけない、何でマ

スクをしてない人がいるのか…など) 

・マスクが出来ない(しようとしない)利用

者の思い、考え 

 (息苦しい、邪魔くさい、嫌だ、なぜマス

クをするのかわからない…など) 

・職員の思い、考え 

 (周りに迷惑をかけない・かけさせたくな

い、自分が感染してしまう、自分が感染さ

せてしまう、出来るようになってほしい

(願望)、出来ないのもわかる(障害特性の

理解)…など) 

 

 新型コロナによって今までの生活環境に

変化が生じた。 

今後もマスクが手放せない時代が続く中

で、どのような対応がベストなのか。 

変化に対応することが苦手な人たちにと

っては過ごしにくい時代になってしまっ

た。 

マスクだけに限らず、換気やソーシャル

ディスタンスなど、今まで気にならなか

ったことが日常生活を送る上でのリスク

となりうる。それを回避するために新た

な情報(対応策など)の収集が必要と考え

られる。 

また、職員の声のかけ方にも工夫が必要

と思われる。 

 

５、おわりに 

マスクをつける・つけないはどちらも自

分の意思。マスクをつけることが当たり

前になってしまったけど、どうしても出

来なかったり苦手な人もいる。つけてほ

しいけどつけられない人もいる。周りに

迷惑をかけてしまうけど、理解もしてほ

しい。だれもが納得できる生活を送るた

めに、どのような対応が望ましいのか。 

コロナ禍で「しなくてはいけないこと」が

増えてしまった現在、利用者個人個人の

意思を尊重できるようにするためにどの

ようにすればよいのか。 

利用者同士、意思を分かち合えるために

どのようにすればよいのか。 

社会生活において様々な考えを持つ人た

ちと様々な問題に対して共通理解できる

のかどうか。 

 

今回は「マスク」に着目した話をしたが、

それ以外でも似たような出来事は数多く

ある。 

自分たちの足元を見つめ、少しずつ現状

を見直していこうと思う。 



意思決定支援・・・？ 

～本当に望んでる生活って何だろう？～ 

 

【キィワード：調子が安定しないため、常に将来に不安に感じている利用者への試行錯誤支援】  
 

                       所属 安倍口作業所   氏名 法月聡子 

                                               

 
１、はじめに 

   調子が悪くほとんど寝たきりの状態で、

それが自分でももどかしく、動きたいとの

思いがあるが実際はなかなか動けず生きて

いく張り合いがないという方の本当に望む

生活とは何か？ 
どう支援すればご本人にとって良い方向

へ向かうのか。 
現在進行形で試行錯誤している事例。 

 

２、事例紹介 

   Ｍさん 50 歳代 女性 精神 3 級 

 退院後、作業所とグループホームに入所

して 7 年目。 

 診断名は気分変調症、回避性パーソナル

障害。うつ症状あり。 

 入所初めはある程度の通所は出来ていた

が、時々ガクンとエネルギーが切れたよう

に動けなくなり、通所が一定期間滞ること

があった。 

 月日が経つにつれ、動ける期間と動けな

い期間の長さが逆転してきて、現在は動け

ない期間の方が長くなっている。 

 動けなくなると作業所は長期間通所出来

ず、グループホームの方は寝たきり状態で

洗濯や掃除もままならなくなる。 

 自己肯定感が低く、評価をしても自分で

持っている理想が高いため、その理想から

程遠い自分の現実に落ち込み、それでまた

調子が悪くなり、更に動けなくなるという

悪循環に陥っている。 

 自分でもやりたい事や目標もないため、

将来に希望が持てずに死にたくなると訴え

ることもしばしば。 

 楽しみや好きなことも特に無く、唯一ア

イスを食べることが小さな喜びだという。 

 「入院したい」とも言うが、今自由に出

来ていることが出来なくなるのも寂しいと

の思いもある。 

 

３、支援の実際 

 ・朝が特に調子が悪く、耳鳴りや頭痛が

酷いため動けず、買い物や洗濯、掃除など

の日常生活に支障が出ているので、世話人

の方で必要な事は手伝うようにしている

（勿論ご自分で出来ることはできるだけや

っていただくが）。 

 ・以前あまりにも動けなくなってしまっ

たので病院の方へ相談をし、抗うつ薬を処

方してもらったところ、副作用が大きかっ

たため中止したことがある。それ以来、薬

での調整は難しいとの判断。 

 ・作業所への通所も出来ないので７月か

ら在宅支援に変更したが、だるくてすぐ横

になってしまうのであまり作業できていな

い。しかし本人的には作業所に行かなくて

もいい状況は助かるとの事。 

 ・少し調子が上がって掃除や洗濯ができ

ると、散歩や買い物までも活動し、また次

の日疲れた、と動けなくなってしまうとい

うことの繰り返し。しかし行動を制限しよ

うとするのは難しい。 

 ・「入院したい」と言うが、主治医は入

院させてしまうとそのままずっと病院に入

院になることが目に見えているので、入院

は絶対させないとの方針。 

 ・病院の担当ワーカーは、調子が悪いの

がＭさんの当たり前（普通）の状態なのだ

と把握している。 

 ・本人の話から一番の望みは自宅で暮ら



すことだと思われるが、自宅は高齢の母親

一人でじき施設入所の予定なので難しい。 

 ・自分の思う形ではないかもしれないが、

入院中から頑張って体験してこのグループ

ホームに入って、地域生活がそれなりに出

来ているのだからこのままここで生活して

いけば良いのでは、とアドバイスするが、

他人と比べて劣っている部分ばかり見てし

まうので、自分の中で納得することができ

ず結局将来に対する不安が尽きず自分を追

い詰めてしまう。 

 ・訴えや相談は多いが、こちらからの評

価やアドバイスがなかなか入らない為、成

果が表れにくい。 

 ・今はそれでも本人が動けるようになり

たいとの思いがあるのに期待しながら、調

子が上がるのを待つ、という感じである。 

 

４、考察 

 ご本人の本当に望んでいる生活は出来な

い、となると、彼女にとってどういう生活

が一番良いのか、ということに関してはご

本人主導で決めるのが難しくなってくるケ

ースではないだろうか。 

 調子が悪くなって動けなくなった時に生

活面のサポートが出来たり、色々と不安に

なるのですぐ相談ができる環境が良いので

は、と考えればグループホームなどの入居

系施設がやはり向いているのだろうとは思

う。 

が、今のグループホームを利用し続ける

にしても、調子が悪くて横になっているこ

とが多く何もできないとご本人が辛くなっ

てしまうような環境が果たしてどうなの

か、とも考える。 

 良い方向に向かう方法のひとつには、彼

女が自分の事を受け入れ、出来ないことが

あってもありのままの自分で良いんだとい

う自己受容が出来るようになれば少しは楽

に生きられるようになるのではないかと思

うため、今現在の状態で出来ていることの

評価を繰り返し伝えたり、自分に対して自

信を持ってもらうような成功体験を積み重

ねてもらったりしていき、自己肯定感も高

められるようにする働きかけが必要なので

はないかと考える。 

 

５、おわりに 

 根本的な解決策は見つかっていないわけ

であるが、ご本人にとって望む生活になっ

てもらえるよう、グループホームでの生活

が彼女にとって少しは楽しいと思ってもら

えるようになれば良いなと思っている。 

 彼女の性格や障がい特性や成育歴を考え

ると一朝一夕にはいかないが、ご本人と向

き合ってじっくり話を聞きながら、スタッ

フ皆で知恵を出し合い支援を続けたい。 

 

 



利用者さんの恋愛について 

～感情に伴う衝動をどう支援するか～ 

 

【キィワード：恋愛禁止か否か…】  
 

                  所属 牧之原市第 2 こづつみ作業所  氏名 速水 千秋 

                                          

 
１、事例 

  T さん 女性 38 歳 

 療育手帳Ｂ 区分４→２(R3.7.1～) 

 高次脳機能障害・強迫性障害・情緒障害 

 Оさん 男性 34 歳 

 療育手帳Ｂ 自閉症(パニック・こだわり) 

 ＴさんからＯさんへの恋愛感情と衝動に 

 ついての事例 

２、当事業所利用までの経緯 

 幼児期の交通事故により高次脳機能障害 

 との診断に合わせ情緒障害により学校 

生活に適応できずいじめにあうなど対人

トラブルが多かった。学童期の経験やス

トレスにより強迫性障害の発症に至る。 

 母親と二人暮らし。特別支援学校卒業後

トライアル雇用 3 ヵ月で就労に繋がらず

Ｂ型事業所に通所するが 1 ヶ月で退所。 

 その後ディナーサービスに 9 年間勤める

が会社の都合で雇用修了、Ａ型事業所に 4

年弱通所するが人間関係のストレスによ

り通所困難となり退所。 

 本人からＢ型事業所利用の希望が出たた

め、Ｈ29 年 6 月より第 2 こづつみ作業所

の利用を開始する。 

３、作業所での様子 

器用で作業は早いペースで取り組むこと

ができるが、仲間との関りがうまく出く

ずトラブルが度々起こり半年後に通所困

難になり欠席が続く。 

 Ｈ30 年 2 月より「週に 1 日 1 時間だけ 

 ボランティアとして来たい」との希望で 

 毎週火曜日の 13 時～14 時だけ利用する 

  

こととなり、そのペースの利用がＲ３年 

7 月まで続く 

４，Ｏさんへの気持ちの変化 

 Ｒ2 年 11 月頃より「Ｏ君が こんにちは 

 と挨拶すると、ハイって言ってくれる」 

 と会って挨拶することを楽しみにするよ 

 うになり、通所する励みになっていった 

 ようだった。 

 Ｒ３年 7 月に利用時間を延ばしたいとの 

 希望が出たため支援会議を行い検討し、 

 8月の夏休み明けより毎日 13時～15時の 

 利用となる。 

 毎日利用 1 週間経過したころからＯ君へ  

 の接触が増え、挨拶だけからハイタッチ、 

 頬を触る、好きと告げる、とエスカレート 

 していく。職員が見守りをしていたが、 

 目を盗むようにＯ君を呼び止めてマスク 

 を取ってキスをしてしまう。 

５、支援の実際 

 職員の声掛けにすぐに応じ、来たら挨拶 

 に行き仕事中は近付き過ぎないようにと 

 伝えると理解し約束をしてくれた。 

 Ｔさん自身は約束を意識して過ごす努力 

 が見られたが、今度はＯ君の方からマス

クを取ってキスしに行ってしまう。Ｏ君 

 の方から行く事は想定せず支援を行って 

 いたが、そのような場面にならないよう

に職員が二人の行動を見守っている。 

 双方の保護者には報告をし、職員の配慮

が足りず起こってしまったことを謝罪す

る。 

 



６、考察 

 支援センターの担当職員に相談したとこ 
 ろ、なぜキスをしてはいけないか本人に 
 説明する上で「事業所内で恋愛禁止」と 
 いう決まりを設け、根拠を示す必要があ 
 るのではないかとの意見だった。実際そ

のような決まりを設けている事業所もあ

り人間関係の構築を保っていくうえで必

要であると伝えることが有効だと思う 
 との話だったが「好き」という気持ちを 
 否定できないと考え、規則にすることは 
 していない。 
７、終わりに 
 集団生活において適切な人間関係を形成 
 できず、フラッシュバックにより他人を

攻撃したり破壊的であったりするような 
 行動も見られる中で、「作業所に毎日 
 来れて嬉しい」と話している。 
 お母さんの希望でもある社会との繋がり

を切らずに過ごすことができるように、 
 短時間であっても作業所への通所を継続 
 できるように支援をしていきたいと考え

ている。 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         



意思決定の前に 

～利用者とのコミュニケーション 2 つの事例から～ 

 

【キィワード： コミュニケーション 】  
 

                    所属 ワークショップ り～ふ   氏名 森藤明子 

                                               

１、コミュニケーションって何？ 

   ・意思疎通、感情や思考の伝達など 
  ・発信する側と受け取る側が存在 
  ・お互いに交替しながらやり取りを繰り

返すイメージ→意思疎通 
  ・伝達方法は、言語、サイン、絵や写真、

文字、表情などさまざま 
 
２、事例 ① 

   M さん 40 代後半男性  
知的障害、自閉症 言語なし 

 り～ふ開設当初からの利用で 15 年。 
表情の変化や感情表現も薄く、言語を 
含めたコミュニケーション手段がほぼ 
無い状態だった。家族からは「家では 
全く困っていない」との事。怒った時 
に飛び跳ねたり（以前の通所先で疲労 
骨折の経験あり）駆け出して人とぶつか 
りそうになる事はあるが、大きな問題 
行動は見られないため、コミュニケー 
ションは手つかずで来てしまった。 
数年前から事業所全体に余裕が出てきた 
こともあり、M さんとのコミュニケー 
ション成立に向けて取り組んできた。 

 

３、支援の実際 
 M さんの固執行動（トイレの便器内を触

る、帰宅できないなど）から支援を開始。 
並行して、そもそもコミュニケーションが

少ない状態も併せて改善を図る。 

 本人と周囲（＝環境側）との間に“ルー

ル”を作り、共有していく。 

 本人が今できる“動き”の中から、サイ

ンを作っていく。 

 現在は、“他者（スタッフ）”と意識的

にコミュニケーション場面（挨拶、要求等

の伝達）を作る事によって、本人の表情が

変わっていった。またスタッフ皆が表情の

変化を認識できており、仕事に対する価値

になっている。 

 本人は、コミュニケーション行動が増え

てくると同時に、固執行動も減少してきて

いる。ただ、しばらくすると別の行動が出

たり、自己流に変わってしまう事がこれま

で度々起こっている。 

 

４、考察 
 コミュニケーション手段が極端に少ない

人や、感情や意思表出が薄い人も、自分の

“想い”がある事を実感した事例。そこを

どうやって引き出していけるかは、支援者

に委ねられてしまっている状態である。 
 【意思決定】という大きな課題に取り組

む前に、普段の日々の積み重ねである、本

人との小さなコミュニケーションを、私達

は築けているのか？ 
 うまく支援が入っていった後に、必ず起

きる“変化（別の行動や自己流）”は、彼

が次のステップに移りたいという「意思」

なのではないかと捉え、私達がマンネリに

ならないよう、彼からのサインとして受け

止めている。 
 
 
 
 
 



意思決定の前に 

～利用者とのコミュニケーション 2 つの事例から～ 

 

【キィワード： コミュニケーション 】  
 

                    所属 ワークショップ り～ふ   氏名 森藤明子 

                                               

 
１、事例 ② 

   K さん 30 代女性  

知的障害、言語での会話可 
 小・中学校は地域の普通級に通学。高等

部より養護学校へ。卒業後一般就労。3 年ほ

どで辞め、その後は生活場所含め、転々と

する。 

 あちこちの事業所を利用していたが、ど

こでも利用者や職員とトラブルになり、事

業所を移るという繰り返し。4 年程前に東京

から GH とり～ふ利用のため移住。 

 

２、支援の実際 
 東京での生活が本人にとって、人も環境

も情報や刺激が多いのでは？と東京の GH
から相談があり、受け入れ。最初の 1 ヶ月

はすぐに戻るつもりだったらしく、荒れる。 
本人を見る限り、表面に現れている言動と

本人の“ニーズ”に開きがあると感じた為、 
現れている言動に対しての対応はできるだ

け避けるようにし、“ニーズ”に働きかけ

るようにしていった。 
 また、携帯電話がコミュニケーションツ

ールではなく、不穏を助長する物になって

いた。関わりの中で、徐々に携帯が不要な

ものと本人の認識が変わっていき、1 年後辺

りには不要となった。 
 支援をしていく中で、日々の“積み重ね

”や支援の“積み重ね”が難しい事がわか

ってきた。また予定の見通しがない事への

不安、嫉妬などから全く関係のない言動で

八つ当たりや不機嫌になる事があった。 
 現在は、事前に伝えたり“くぎを刺す”

事で、予定の見通しを立てやすくしたり、

感情の爆発を最小限にしている。また、良

い状態が長くて 3 か月程度しか継続しない

ため、定期的に“ガス抜き”をして極力爆

発を避けている。 
 
３、考察 
 一見会話も成立し、丁寧に受け答えもで

きるためわかりずらいが、本人が話してい

る内容が本人の意思や想いとは違っている

と感じる事例。      
私達が心掛けた事は、まず彼女自身（物

事の受け取り方や、感じ方、考え方も含め）

を知る事、また現れていない“ニーズ”を

考える事、その上で彼女の“想い”をどう

表現してもらったら良いか？  
支援が上手く積み上がらない事や対人関

係が築けない背景に、環境や障害特性だけ

ではなく、彼女の家族との関係、生育過程

の問題等も絡んでいる事を考慮しながら、

人に頼る事、信頼関係を作る事を意識して

支援を組み立てている。 
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１、 はじめに  

特に「問題行動」などは見られず、日々の

日中活動にも落ち着いて取り組んでいる

が、自分から「～したい」という意思表示が

見られなかった仲間の表れの変化について

考える。 

    
２、事例紹介 

   A さん 20 代後半 男性 脳性麻痺 
 仕事に対しては、集中して取り組み、余暇

活動には笑顔で声を出して参加するなど、

大きな問題となる表れはなく 1 日を過ごし

ていた。本人からの意思表示は、トイレのサ

インや「マスク」「あしゆ」など単語による

もの、そして、支援者からの問いかけにイエ

スかノーで答えるというコミュニケーショ

ンが主であった。 
 また、周囲の環境（仲間の不安定な様子、

家族の入院など）、言葉（単語から本人なり

に良くも悪くもイメージを膨らませる）、な

どから不安を感じやすく、それが募ってい

くとストレスとなり、円形脱毛や家庭で不

眠や情緒不安定、パニック等の表れがみら

れることがあった。 
 家庭での情緒不安定な様子を受けて、と

もの家でも再度、本人の行動から考えられ

る本人の思いを推測したり、その思いを尊

重したり、寄り添っていく支援をしたいと

考えた。その一つの手段として、本人に仕事

や活動を選択してもらうことを行った。 
 
３、 支援の実際 

・次の日の予定を決めるときに本人が 2 択

の選択肢から選び、決定するようにした。  
・家庭では、これまで次の日の予定（どこへ

行くなど）をホワイトボードに書き込ん

でいたが、予定を目にすることで安心感

よりも不安感を募らせる様子があったた

め、家庭での次の日の予定の提示は行わ

ないことにした。 
・自分で選択し、参加することを行っていく

うちに、当日、実際に活動などが始まると

それらの様子を見ながら、予定していた

ものとは別のところへ自分から移動する

様子も見られるようになった。 
 
４、 考察  
・これまでの「やる」「やらない」の確認だ

けでなく、何をやりたいのかを自分で選

択する経験や、周囲の仲間の意思表示や

選択をしている様子を見ることを通し

て、自分の思いを伝えても良いんだとい

う気持ちが出てきた。 
・自分で選んで決めて参加して、楽しむとい

う、本人が自分の生活の主体になること

で自分の生活に手ごたえを感じているの

ではないか。 
・本人が選択をして予定を決めるという支

援を通して、支援者自身も活動の選択に

限らず、一つひとつの関りにおいて改め

て丁寧に意思を確認するという意識がで

き、これまで以上に本人の思いを理解し

ようと小さな行動の変化などに気が付く

ようになった。そのことが、本人が安心し

て自分から意思を伝えようとする思いへ



とつながった。 
 
５．おわりに  

現在も、自分から参加したいところへ

移動したりして意思表示を表すことが常

にできているというわけではない。支援

者が、本人の表情や様子（トイレにいきた

いわけではないがトイレサインを出した

り、行動がスムーズでないなど）から思い

を推測しつつ本人の意思を確認すること

もある。そのようなことで、本人が意思を

伝えることができて、思いを受け止めら

れ、実現できたという経験を積み重ねて

いくことができればと感じる。そうした

ことが、Ａさんの中に眠り込まされてし

まっているかもしれない、本当のねがい

をともに作り上げていくことにつながる

のではと感じる。 
 
今回の事例を通じて、意思決定支援に

ついて考えたが、今、行っている支援はま

だ A さんの表面的に表れている意志に対

する支援にすぎないのかもしれない。A さ

んの本当のねがいを A さん自身が育て、

そして、私たち支援者がそれを理解する

ためには本人にとって手ごたえを感じら

れる生活、仕事、仲間を私たち支援者がし

っかりと作っていかなければならないと

改めて感じた。 
また、A さんに対する支援を通して、自

分から意思を伝えるためには、伝えるこ

とができるコミュニケーション方法の確

立だけでなく、本人が伝えても良いんだ

と思えるような安心感や自信を持てるよ

うな他者や集団との関係性なども大切だ

と感じた。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         


